


アルザスで、’９９佐井村ふる

た。

るあいにくの天候でしたが、

でくれました。

何 が出る かはお楽しみ 商工 会大抽選会

野平大根の無料サービス 寒さも吹き飛 ばすような熱戦 与作大会

堀り出し物満載，・良いモノをより安く 復 活佐井青年団 ／ノ フリ ーマ ーケット

農産物加工品の販売 （農協） 水産加工物品の販売（漁協）



１０月２３日・２４日の２日間

さとフェアが開催されまし

今年は、強風が吹き荒れ

たくさんの方々が足を運ん

ドレミフ アどーなっっ と一緒にハイチーズ ／

みんなたくさん拾えたかな？

これからの季節はあったまります
昆布茶販売

ビンゴの人 は現金つ かみどり ／ 佐井村出身 田中誡氏の力作 益子焼展示即売会

り んご製品の販売 （倉石村） 昆布製品の販売（南茅部町）



決 算 の 状 況

村議会９月定例会で認定されました。

どが、どのくらい入りどのように使われたの

平成１０年度一般会計の決算は、歳入（村に入ったお金）の総額で３６

億４０４万７千円、歳出（村が使ったお金）の総額は３５億６，７３３万１千円

で、歳入から歳出を差し引くと３，６７１万６千円の黒字となりました。

これを前年度と比べると、歳入総額で３億７，７００万５千円の増、伸

び率１１．７％増、歳出総額で３億９，４４３万３千円の増、伸び率１２．４％増

となり、歳入歳出とも大幅に伸びています。主な要因は、「村営住宅

建設事業」「防災行政用無線施設整備事業」「歌舞伎の館整備事業」な

どの実施によるです。

歳
入
に
占
め
る
主
な
内
容
は
、

地
方
交
付
税
十
七
億
九
、
七
五
九

万
四
千
円
で
、
歳
入
総
額
の
四

九
・
八
％
を
占
め
、
次
い
で
村
債

六
億
六
、
〇
三
五
万
円
（
十
八
・

三
％
）
、
国
県
支
出
金
五
億
六
二

万
六
千
円
（
十
ご
∵

九
％
）
な
ど

で
、
み
な
さ
ん
が
納
め
た
村
税
は

一
億
七
、三
六
六
万
三
千
円
（
四
・

八
％
）
で
し
た
。
ま
た
、
村
税
や

財
産
収
入
な
ど
の
自
主
財
源
は
、

財
政
調
整
基
金
な
ど
の
積
立
金
か

ら
の
繰
入
も
含
め
十
六
・
五
％

で
、
村
の
台
所
の
大
部
分
は
、
地

方
交
付
税
や
村
債
、
国
県
支
出
金

な
ど
の
依
存
財
源
元

三
・
五
％
）

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

主な普通建設事業
（単位：千円）

【補 助 事 業 】

・ 流域森林総合整備事業（茶屋ノ沢・下刈，牛滝・枝打，長後越・作棠路） ８，５７８

・ 並 型 魚 礁 設 置 事 業（大魚 島灯 台 沖 ４５個） ２４，６３０

・ 長 後 漁 港 漁業 集 落 環境 整備 事 業（集落 道 ） ３，３６０

・ 漁港高度利用活性化対策事業（佐井・長後漁港トイレ） ２５，４９８

・ 村 営 住 宅 建 設 事 業 ７３，９７８

・ 防 災 行 政 用 無 線 施 設 整 備事 業 １０１，５６８

・ 福 浦 小 学 校 グ ラ ン ド整 備事 業 ２２，４６６

・ 福 浦 中 学 校 屋 内 運 動場 増改 築 事 業 １６４，９４６

・ 福 浦 中 学 校 教員 住宅 整 備事 業 １０，６８９

・ 交 流 円 滑 化 推 進 モ デ ル 事業 （歌 舞 伎 の館 ） ８０，０００

【単 独 事 業 】

・ やさいしまちづく噂 削 牛滝診療所スロづ ，ア竍 ス飼 ドア瀧場該 手摺） ６，０９１

・ 小 規 模 治 山 事業（原 田 ，糠森 ，牛 滝 ） １１，００２

・ 有 害 鳥 獣 駆 除 対 策事 業 １７，９７６

・ 多 賀 丸 記 念 碑 建 立事 業 ６，４７４

・ 村 道 大 沢 導 船溝 線新 設 事業 ９，９１５

・ 村 道 牛 滝 線 「牛 滝橋 」 整備 事 業 ５１，２５２

・ 防 火 水 槽 整 備 事業 仮 田 地 区） ６，７４９

・ 福 浦小 学 校 屋外 環境 整 備事 業 ４７，７６４

・ 赤 十 字 の 里 活 動 普 及啓 発事 業（仁 愛 号 ） ４，６９６

【県 営 事 業 負 担 金 】

・ 林野 活用 畜産環 境 総合整 備 モデ ル事業（農業 機械 導 入） ８，００４

・ ふ る さ と林 道 緊 急 整備 事 業（大 佐 井 川 添 線 ） ４６，５００

・ 漁 港 建 設 事業（磯 谷・牛 滝） ８２，０００

・ 仏 ヶ 浦 港 湾 建 設 事業 １０，０００

村税の内訳



平 成・１０年 度

平成１０年度の一般会計・特別会計決算が、

みなさんが納めた税金や国からの交付金な

かをお知らせします。

４６億８，７７９万１１１
は、このように使われました。

。歳

出

歳
出
の
主
な
内
訳
は
、
教
育
費

が
六
億
三

八
五
万

八
千
円
（
十

六
・
九
％
）
、
公
債
費
五
億
三
、

〇

四

〇

万

九

千

円
（

十

四
・

九
％
）
、
総
務
費
四
億
四
、
七
一

〇
万
六
千
円
（
十
二
・
五
％
）
な
ど

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
度

と
比
較
す
る
と
、
「
村
営
住
宅
建

設
事
業
」
を
実
施
し
た
土
木
費
や

「
防
災
行
政
用
無
線
施
設
整
備
事

業
」
を
実
施
し
た
消
防
費
、
「
介

護
保
険
」
制
度
に
関
す
る
準
備
業

務
を
実
施
し
た
民
生
費
な
ど
が
伸

び
を
示
し
て
い
ま
す
。

村民一人当 たりでは
（３，２０７人 ３月末）

４：寺■ 会 割・



開かれた行政を目指して
人 件 費 の 状 況（普通会計決算）

（注）人件費には、特別職（農業委員・議員等）

に支給される給料・報酬を含みます。

職 員 給 与 費 の 状 況

（平成１１年度普通会計当初予算）

職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成１１年４月１日現在）

昇給期間短縮の状況 平成１０年度

（ ）は９年度

職員 の初任給の状況（平成１１年４月１日現在）

職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（平成１１年４月１日現在）

一般行政 職の級 別職員数 の状況（平成１１年４月１日現在）

１。佐井村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

２．標準的な職務内容とはそれぞれの級に該当する代表的な職名です。

特 別 職 の 報 酬 等 の 状 況 （平成１１年４月１日現在、期末手当に平成ｌＯ年度の実績）



職員 手当 の 状 況

期末手当・勤勉手当（平成１０年度）

（注）支給割合は国と同じです。

（ 国・佐井村とも職制上の段階職務の

級等による加算措置があります。

）

特殊 勤務 手当 （平成１０年度）

退職手当

（注）１．支給割合は国と同じです。

２．退職手当の１人当たりの平均支給額は１０年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均値です。

時間外勤務手当

その他 の手 当（平成１１年４月１日現在）

（
注
）
持
ち
家
の
住
居
手
当
及
び
交
通
用
具
利
用
者
の
通
勤

手
当
を
除
き
、
国
と
同
額
で
す
。

定員 の 状 況

部門別職員数の状況（各年４月１日現在） 平成１１年度の職員数の増減状況

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分

を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常

勤職員を除いています。



啝 舫１・がまり

生活習慣を
見直そう

今
年
に
は
い
り
ゴ

ず
っ
だ
（
脳

卒
中
）
・
ボ
ヶ
（
痴
呆
）
だ
よ
う

だ
」
と
い
う
情
報
を
例
年
よ
り
多

く
聞
き
ま
す
。

脳
卒
中
や
痴
呆
の
原
因
は
、
ご

存
知
か
と
思
い
ま
す
。
脳
卒
中
と

痴
呆
は
、
高
血
圧
や
高
脂
血
症
な

ど
の
生
活
習
慣
病
の
た
め
に
、
脳

の
血
管
の
動
脈
硬
化
が
進
ん
で
発

症
す
る
こ
と
が
多
い
病
気
で
す
。

痴
呆
に
は
、
脳
血
管
性
痴
呆
と

ア
ル
ツ
（

イ
マ
ー
型
痴
呆
が
あ
り

ま
す
が
、
ア
ル
ツ
（

イ
マ
ー
型
痴

呆
の
は
っ
き
り
と
し
た
原
因
は
ま

だ
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

村
の
健
診
の
結
果
を
み
る
と
、

高
血
圧
・
高
脂
血
症
の
疑
い
が
あ

る
方
や
治
療
の
必
要
な
方
は
、
受

診
者
の
約
四
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
翌
年
の
健
診
で
検
査
値
が
正

常
値
に
近
づ
き
良
く
な
る
方
も
い

ま
す
が
、
一
進
一
退
を
繰
り
返
し

て
い
る
方
も
い
ま
す
。
「
日
常
生

活
の
改
善
が
必
要
」
と
い
う
こ
と

は
わ
か
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
実

行
し
継
続
す
る
こ
と
は
根
気
が
い

り
、
難
し
い
こ
と
で
す
。

今
年
度
の
村
の
健
診
も
今
月
の

矢
越
・
磯
谷
地
区
で
終
了
で
す
。

健
診
を
受
け
「
異
常
値
が
出
た
」

方
も
「
異
常
な
し
」
と
い
わ
れ
た

方
も
こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ ん な 生 活 習 慣 は 黄 色 信 号

それぞれ当てはまる項目が３つ以上あれば黄色信号です。

■塩辛い食べ物が大好きでよ＜食べる。

・ 肥満気味だがぜんぜん気にしていない。

■いつも睡眠不足気味である。

・ ちょっとしたことでも感情の起伏が激しい。

・ 運動不足気味である。

○の数が多いほど高血圧の危険が…

・ 脂っこい肉が大好きでよ＜食べる。

■肉は食べるが、魚を食べることはめっきり少なくなった。

■サラダにはマヨネーズやドレッシングをたっぷりかける。

・ 運動不足をつねに感じている。

・ 太り気味で愛煙家。

○の数が多いほど、高脂血症の危険が…

健診は健康管理の強い味方です。継続して受診し、その結果

を生活習慣改善に役立てましょう。

虫
歯
ゼ
ロ
で

二
コ
ニ
コ
笑
顔福田純哉くん・成美ちゃん（矢越）

ちよつと ＤＥ
提供 食生活改善推進員

～カロリーひかえめの食事のために～

ゆで豚肉と焼きナスの中華風 （１人分 ２８８ｋｃａｌ）

＜ 材 科 ： ４ 人 分＞

豚 ロ ー ス３Ｃ０９ ナ ス ２０囗９

シ メ ジ ＩＣ０９ レ タ ス 適 宜

トーハンシャン漕 糖、ごま油、酢

それぞれ大さじ１

にんにく、しょうが それぞれ小さじ１

練 り ご ま 小 さ じ ２

ス ープ ０．３カ ップ

＜作り方＞

①豚は酒を少々かけ、ゆでて切る。

②ナスは１回の輪切りとし、オーブン
トースターで焼く。

③シメジは小房に分けゆでる。
④調味料を合わせる。

⑤レタスをちぎって皿に敷き、豚、ナス。

シメジを盛って④の調味料をかける。



第１回（全６回）

介護保険つてどんな制度？
老後 の安心 を社会全体で 支えるー そ れが介護保険制度です。

本格的な高齢社会を迎えている我が国では、介護が必要な高齢者が急速に増

え、介護する人の高齢化も進んできています。また、働きに出る女性も増える

など、家族だけで介護することは難しくなっています。

介護保険制度は、介護を社会全体で支え、利用者の希望を尊重した総合的な

サービスが安心して受けられる仕組みをつくろうとするものです。

介護保険のあらまし
●制度の開始 制度のスター目ま、平成１２年４月からです。

要介護認定の申請の受付は、平成１１年１０月から始まっています。

●運営主体 制度の運営主体（保険者）は、市町村・特別区です。

国、都道府県などは、財政面や事務面から市町村を支援します。

●加入する人 ＜第１号被保険者＞

６５歳以上の人

＜第２号被保険者＞

４０歳から６４歳までの医療

保険に加入している人

●サービスが
利用できる人

介護保険に加入している人で

常に介護を必要とする状

態（要介護状態）の人や。

日常生活に支援が必要な

状態（要支援状態）の人

初老期痴呆など老化が原

因とされる病気で、要介

護状態や要支援状態とな

った人

●保険料 所得段階に応じて市町村

ごとに設定

加入している医療保険の

算定方法に基づいて設定

●受けられる

サービス

＜在宅サービス＞

家庭を訪問するサービス、日帰りで通うサービス、施設への短期入所サービスなど

＜施設サービス＞

特別養護老人ホーム、老人保健施設など

＊この施設サービスは、要支援状態の人は受けられません。

●利用料の負担 介護保険のサービスを利用したときは、原則としてかかった費用の１割を負担します。

また、施設に入ったときには、費用の１割のほかに食費も負担します。

お問い合わせは、市町村・特別区へ
厚生省 ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｍｈｗ．９０．ｊｐ



交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

反

・」射

｛
材

……を

｝つ

Ｉけ

よ

｛
、つ

一
ね

｛
／

‘

～

長

後

・
牛

滝

地

区

編
～

「
ピ
カ
ピ
カ
運
動
（
反
射
材
夜

間
街
頭
パ
レ
ー
ド
）
」
も
始
め
て

か
ら
今
年
で
三
年
目
。
今
回
は
、

九
月
三
十
日
に
長
後
と
牛
滝
地
区

に
お
じ
や
ま
し
ま
し
た
。

日
中
、

ゴ
ン
グ
漁
や
サ
ケ
網
の

支
度
で
何
か
と
お
忙
し
い
中
、
両

地
区
合
わ
せ
て
八
十
余
名
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
も
母
の
会
を
中
心
に
「
反

射
材
の
効
果
実
験
」
や
児
童
か
ら

の
「
反
射
材
を
つ
け
よ
う
ね
！
」

の
呼
び
掛
け
に
よ
り
、
地
区
内
を

パ
レ
ー
ド
し
反
射
材
の
着
用
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

参
加
者

の
ば
と
ん
ど
が
、
昨

年
、
村
で
配
布
し
た
反
射
ベ
ル
ト

を
着
用
し
て
お
り
、
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。そ
れ
で
は
、
あ
の
シ
ー

ン
か
」｝・
…

牛
滝
地
区

長
後
地
区

こ
の
パ
レ
ー
ド
終
了
後
、
両
地

区
の
児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
か

ら
多
数
の
感
想
文
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。
紙
面
の

関
係
上
、
全
員
の
感
想
文
を
載
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
来
年
の
二
月
頃
に
刊
行

す
る
「
母
の
会
結
成
二
十
周
年
記

念
誌
」
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
の

で
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

長
後
不
四
年

内
田

琴
絵

夜
に
な
る
と
光
る
か
ら
、
お
年

寄
り
や
子
ど
も
、
車
を
運
転
し
て

い
る
人
に
も
分
か
る
か
ら
、
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

長
後
小
六
年

内
田

綾
華

反
射
材
は
あ
ま
り
光
ら
な
い
と

思
っ
て
い
た
け
ど
、
パ
ト
カ
ー
に

乗
っ
て
み
た
ら
す
ご
く
光
っ
て
い

て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
反
射
材

は
か
っ
こ
い
い
し
、
つ
け
た
ほ
う

が
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

長
後
中
一
年

内
田

千
春

今
ま
で
反
射
材
の
効
果
が
あ
ま

り
よ
ぐ
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
自
分
で
反
射
材
を
つ
け
て

み
て
、
友
達
か
ら
す
ご
く
光
っ
て

い
た
よ
と
言
わ
れ
、
反
射
材
の
効

果
を
あ
ら
た
め
て
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

牛
滝
小
一
年

竹
内

智
志

よ

る

に
、
は

は

の
か

い
の

パ

レ
ー
ド
を
や
り
ま
し
た
。
う
ち
に

か
え
っ
て
は
ん
し
ゃ
ざ
い
を
つ
け

ま
し
た
。

牛
滝
小
三
年

竹
内

彩

は
じ
め
て
こ
う
っ
う
あ
ん
ぜ
ん

の
パ
レ
ー
ド
を
し
ま
し
た
。
そ
の

時
、
は
じ
め
て
パ
ト
カ
ー
に
の
り

ま
し

た
。
い
ろ
ん
な
き
か

い
が

あ
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
パ

ト
カ
ー
か
ら
お
り
て
、
く

つ
の

ど
っ
か
に
つ
け
る
は
ん
し
ゃ
ざ
い

を
も
ら
っ
て
公
園
ま
で
い
っ
て
け

い
さ
つ
が
か
え
り
ま
し
た
。
こ
ん

ど
か
ら
じ
こ
に
あ
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。

牛
滝
小
五
年

竹
内

泰
子

光
る
ベ
ル
ト
や
光
る
シ
ー
ル
を

も
ら
っ
て
、
く
つ
に
は
っ
て
あ
る

き
ま
し
た
。
車
に
乗
っ
て
い
る
人

の
気
持
ち
を
考
え
た
ら
、
光
る
も

の
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
し
た
。

牛
滝
中
一
年

中
西
雄
一
朗

反
射
す
る
シ
ー
ル
を
も
ら
っ
て

思
っ
た
こ
と
は
、
「
こ
れ
を
つ
け

る
と
、
夜
間
で
も
安
全
に
行
動
で

き
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
ぼ
く

は
陸
上
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
が
、

夜
間
に
走
る
と
き
に
は
、
こ
の
シ

ー
ル
を
つ
け
て
走
り
た
い
で
す
。

交 通 事 故 死 ゼ 囗

み んな で 達 成し よう ！

次 の 目 標 は１，０００日

ただいまの記録（１１／１現在）

６ ９ ６ 日



ご

ら

ら

佐

井

駐

在

所

昔

⑩

２

２

降

旧

村
内
原
付
講
習
に
４０
名
が
参
加

十
月
十
四
囗
、
ア
ル
ザ
ス
北
側

駐
車
場
で
、
原
付
講
習
を
実
施
し

ま
し
た
。
講
習
に
は
、
交
通
機
動

隊
の
白
バ
イ
が
駆
け
つ
け
て
実
技

指
導
を
実
施
、
大
間
警
察
署
服
部

交
通
課
長
が
講
演
を
行
い
、
大
変

中
身
の
濃
い
講
習
と
な
り
ま
し

た
。
こ
こ
数
力
月
の
間
に
原
付
の

事
故
が
四
件
も
発
生
す
る
な
ど
、

異
常
事
態

が
続
い
た
た
め
急

き
よ
、
臨
時
講
習
会
を
開
催
し
た

も
の
で
す
。

高

齢

者

講

習

を

実

施

今
年
も
む
っ
市
の
下
北
自
動
車

学
校
で
高
齢
者
安
全
運
転
講
習
を

実
施
し
ま
し
た
。
今
年
は
参
加
者

が
昨
年
よ
り
少
な
い
十
人
だ
け
で

し
た
が
、
真
剣
に
（

ン
ド
ル
を
握

り
、
日
頃
の
運
転
技
術
、
安
全
運

転
に
つ
い
て
再
確
認
し
て
い
ま
し

た
。
最
後
に
全
員
に
修
了
証
明
書

が
渡
さ
れ
、
高
い
運
転
技
能
が
証

明
さ
れ
ま
し
た
。

長

後
・
牛

滝

地

区

で

反

射

材

パ

レ

ー

ド

佐
井
村
交
通
安
全
協
議
会
、
交

通
安
全
母
の
会
が
主
体
と
な
っ
て

長
後
地
区
、
牛
滝
地
区
で
反
射
材

パ
レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

両
地
区
と
も
、
ほ
と
ん
ど
の
住
民

の
方
が
参
加
し
、
反
射
材
実
験
を

真
剣
な
眼
差
し
で
見
学
し
て
い
ま

し
た
。
み
ん
な
で
反
射
材
を
有
効

に
使
い
ま
し
ょ
う
。

催

眠

商

法

に

注

意

″
‥

日
用
品
を
無
料
で
配
り
、
一
つ

の
会
場
に
人
を
集
め
、
会
場
内
を

熱
狂
的
な
甞
囲
気
に
し
て
、
冷
静

な
判
断
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
高

額
な
商
品
を
売
り
つ
け
る
商
法
で

す
。
た
だ
で
物
を
く
れ
る
か
ら
と

つ
い
て
行
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

山
岳
遭
難
救
助
訓
練
を
実
施

十
月
十
二
囗
、
大
間
地
区
山
岳

遭
難
防
止
対
策
協
議
会
主
催
に
よ

る
山
岳
遭
難
救
助
訓
練
が
大
間
町

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。訓
練
に
は
、

警
察
、
消
防
、
各
町
村
役
場
関
係

者
、
消
防
団
員
の
方
々
が
多
数
参

加
し
、
消
防
署
員
に
よ
る
応
急
処

置
、
搬
送
訓
練
も
合
わ
せ
て
行
わ

れ
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
遭
難
が
発
生
し
な
い
の
が
一

番
で
す
。
み
な
さ
ん
で
気
を
付
け

「
地

域

安

全

の

う

た

」

歌

詞

決

定

″
‥

大
間
地
区
連
合
防
犯
協
会
が
暮

集
し
か
「
地
域
安
全
の
う
た
」
の

歌
詞
に
蛇
浦
小
学
校
の
代
表
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
小
学
生
か
ら

一
般
ま
で
九
十
二
作
品
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
が
、
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

第
一
位

蛇
浦
小
学
校
代
表
作
品

第
二
位

大
間
町

濱
田
貴
則
さ
ん

第
三
位

佐
井
村

樋
口
晴
子
さ
ん



牛糴他区敬老会
お
年
寄
り
の
健
康
と
長
寿
を
祈

念
し
、
九
月
二
十
六
日
、
牛
滝
地

区
交
流
セ
ン
タ
ー
で
敬
老
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

会
で
は
、
婦
人
部
に
よ
る
舞
踊

の
ほ
か
、
ゲ
ー
ム
や
輪
投
げ
大
会
、

健
康
体
操
な
ど
も
あ
り
、
会
場
は

大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
他
の
地
区
で
も
、
そ
れ

ぞ
れ
敬
老
会
が
行
わ
れ
、
お
年
寄

り
た
ち
は
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

たくさんの観客が集まり、盛りあがりました

牛滝婦人部による「あっぱれ音頭」

きちんと狙いを定めて さて結果は？「輪投げ大会」

いつまでもお元気で

きっとこれが長寿の秘訣「健康体操」



ｉ；り ｊヽ？忌量

佐 井 村 小 学 生 お 話 大 会

十
月

五
日

、
佐
井

小

学
校

体
育
館

で
、

村
内

六

つ
の
小

学
校

に
よ

る
、
村
小

学

生

お

話
大
会

が
行

わ

れ
ま
し

た

。

初

め
は

み
ん

な
緊
張

し

て

い

る
様
子

で
し

た
が
、

徐

々

に

会

場

の

雰

囲

気

に

も

慣

れ
、
今

ま

で
練

習
し

て
き

た

成
果

を
存

分
に
発

揮
し

て

い

ま
し

た

。

審
査

の

結

果

、
「
童

話

・

物

語
の

部
」
は

、
長

後
小

学

校

三

年

の

大

石

綾

子

さ

ん

。

「
生
活

経
験

の
部
」

は
、

原

田
小

学

校
六
年

の
丹

藤
聡

子

さ

ん

が
、
見
事

鏝
優

秀
賞

に

輝

き
ま

し
た

。

津軽海峡横断ヨットレース

十
月
十
日
、
第
二
十
二
回

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
カ
ッ
プ
・

津
軽
海
峡
横
断
ヨ
ッ
ト
レ
ー

ス
（
佐
井
港
～
函
館
港
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
八
時
三
十
分
に
十
九

艇
が
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
が
、
あ
い
に
く
こ
の
日

は
風
が
無
く
、
潮
流
が
速
い

と
い
う
理
由
か
ら
、
予
定
時

間
内
に
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
で
き

な
い
と
の
判
断
に
よ
り
ノ
ー

レ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
少
し
残

念
そ
う
で
し
た
が
、
早
く
も

来
年
へ
向
け
て
、
健
闘
を
誓

い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

縫 道 石 山 登 山

十

月
十
日

、
秋

晴

れ
の
体

育

の
囗
、
佐

井
村

レ

ク
リ

エ

ー
シ
ョ
ン

サ

ー
ク
ル

の
主
催

で
、

筵
道

石
山

登
山

が
行
わ

れ
ま

し
た

。

筵
道
石

山
は

、
本
州

最
北

端

の
孤
峰

と
し

て
一

般
登
山

者
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す

が
、

傾

斜

が
き

つ
く

、
山

道
も

整

備

さ
れ

て

い
な
い

た
め
、
今

回

の
参
加

者

た
ち
も

、

か
な

り
苦

労

し
て

い
ま
し

た

。

し

か
し
、

山
頂

に
到

達
す

る
と

、
み

ん
な
そ

の
疲

れ
も

忘

れ

、
そ
こ

か
ら
見
え

る
景

色

の

素
晴

ら
し
さ

に
感
動

し

て

い
ま

し

た
。

総 合 避 難 訓 練

十
月
二

十
日

、
消

防

分
署

の
協
力

に

よ
り
、
佐

井
村

保

育
所

で
、

総
合
避

難
訓

練
が

実
施

さ
れ
ま

し
た

。

子

供
た

ち
は
、

実
際

に
消

防
服

や
ヘ

ル
メ

ッ
ト
に

身
を

ま
と

い
、
ホ

ー
ス
を
握

る
と
、

真
剣

な
表

情
で
放

水

に
取
り

組

ん
で

い
ま
し

た
。

ま

た
、

先
生
方

も
、

消
火

器
を

使

っ
て
消
火

訓
練

を
行

い
、

火
事

の
恐

ろ
し

さ
を
再

認
識

し
て

い
ま
し

た

。

み

な

さ
ん
も

、
特

に
こ

れ

か

ら
の
季

節
は

、
火

の
取
り

扱

い
に
十

分
注

意
し

ま
し

よ



お知らせ

コーナー

児

童

扶

養

手

当

母
子
家
庭
の
方
々
の
た
め
に

「
児
童
扶
養
手
当
」

○
支
給
対
象

何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
、
父
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

を
養
育
し
て
い
る
場
合
ま
た
は
父

が
心
身
に
障
害
の
あ
る
場
合
に
、

そ
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
母

（
ま
た
は
養
育
者
）
に
対
し
て
児

童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
の
支
給
は
、
十
八
歳
に
達
し

か
年
度
末
ま
で
支
給
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

た
だ
し
、
児
童
が
施
設
に
入
所

し
た
り
、
母
（
ま
た
は
養
育
者
）

も
し
く
は
、
児
童
が
国
民
年
金
（
老

齢
福
祉
年
金
を
除
く
）
、
厚
生
年

金
、
恩
給
な
ど
の
公
的
年
金
を
受

け
て
い
る
と
き
、
ま
た
は
児
童
が

年
金
の
加
算
の
対
象
に
な
っ
て
い

る
と
き
は
支
給
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
昭
和
六
十
年
八
月
一
日

以
降
に
支
給
要
件
に
該
当
す
る
こ

と
に
な
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
支

給
要
件
に
該
当
し
た
囗
か
ら
五
年

を
経
過
し
た
場
合
に
は
、
正
当
な

理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
認
定

請
求
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

○
手
当
額

（
平
成
十
一
年
四
月
現
在
）

・
手
当
の
全
額
を
受
給
で
き
る
場

合
の
手
当
月
額

児
童
一
人

四
二
、
三
七
〇
円

児
童
二
人

四
七
、
三
七
〇
円

・
手
当
の
一
部
を
受
給
で
き
る
場

合
の
手
当
月
額

児
童
一
人

二
八
、
＝
五

○
円

児
童
二
人

三
三
、
三
五
〇
円

以
下
、
児
童
数
が
一
人
増
す
ご

と
に
三
、
〇
〇
〇
円
を
加
算
し
ま

す
（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）
。

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

○
支
給
対
象

心
身
に
障
害
の
あ
る
二
十
歳
未

満
の
児
童
を
監
護
す
る
父
ま
た
は

母
、
も
し
く
は
そ
の
養
育
者
に
特

別
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。た

だ
し
、
対
象
児
童
が
施
設
な

ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

Ｏ
手
当
額

（
平
成
十
一
年
四
月
現
在
）

・
重
度
障
害
児
の
場
合
（
一
級
）

五
一
、
五
五
〇
円

障
害
の
程
度
が
、
身
体
障
害
者

手
帳
一
級
、
二
級
、
愛
護
手
帳

Ａ
程
度
。

・
中
度
障
害
児
の
場
合
（
二
級
）

三
四
、
三
三
〇
円

障
害
の
程
度
が
身
体
障
害
者
手

帳
三
級
、
愛
護
手
帳
Ｂ
程
度
（
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
）
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
福
祉
課
福
祉
係

ａ

⑩
り乙
１
１
１

保

育

所

児

童

募

集

平
成
十
二
年
度

佐
井
村
保
育
所
で
は
、
平
成
十

二
年
度
の
保
育
所
入
所
児
童
を
募

集
し
ま
す
。

保
育
所
は
児
童
の
保
護
者
、
特

に
母
親
が
次
の
理
由
で
家
庭
内
に

お
い
て
保
育
が
十
分
に
で
き
な
い

場
合
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育

す
る
施
設
で
す
。

○
家
庭
外
就
労

母
親
が
家
庭
外

の
仕
事
が
主
な
た
め
、
家
庭
内

で
の
保
育
が
で
き
な
い
。

○
家
庭
内
就
労

母
親
が
内
職
な

ど
、
家
事
以
外
の
仕
事
が
主
な

た
め
、
十
分
な
家
庭
内
で
の
保

育
が
で
き
な
い
。

○
母
親
が
出
産
・
病
気

母
親
が

出
産
の
前
後
で
あ
っ
た
り
、
病

気
な
ど
の
た
め
、
十
分
な
家
庭

内
で
の
保
育
が
で
き
な
い
。

○
病
人
の
看
護

家
庭
内
に
病
人

が
い
て
母
親
が
看
護
に
あ
た
っ

て
お
り
、
十
分
な
家
庭
内
で
の

保
育
が
で
き
な
い
。

■
受
付
期
間

平
成
十
一
年
十
一
月
四
日
か
ら

平
成
十
一
年
十
二
月
三
日
ま
で

■
受
付
場
所

役
場
住
民
福
祉
課

佐
井
村
保
育
所

※
「
保
育
所
入
所
申
込
書
」
は
、

受
付
場
所
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。

な
お
、
平
成
十
一
年
度
申
し
込

み
の
際
、
平
成
十
二
年
度
以
降
の

入
所
を
希
望
さ
れ
た
方
は
、
入
所

申
込
書
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、

就
労
証
明
書
、
家
庭
状
況
調
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
十
一
月
上
旬

に
役
場
か
ら
郵
送
し
ま
す
の
で
、

必
ず
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
福
祉
課
住
民
係

公
⑩
ｎ
乙
１
１
１

佐井村に新しい商店街潮風協同組合
毎月第２・第４日曜日は商店街大売出しが

（第３日曜日は定休日）

一ま る い ち 、

お

ぷ 韲

や
、ｆ

朝８：３０～夜６：００まで

樋 口 写 真 館

‾取 諤 諤 ａ亠

朝１！：３０～夜６：ｏｄまで

螽ｒｗ
Ｈ ６

必 ａ 匹 ぶ

朝７：００～夜１０：００

；ルで

＿
］



佐

井

漁

港

臨

港

道

路

名
前
が
決
定

み
な
さ
ん
に
募
集
し
て
い
た
佐

井
漁
港
臨
港
道
路
と
橋
の
名
前
に

つ
い
て
、
十
月
四
日
に
開
催
さ
れ

た
「
佐
井
漁
港
臨
港
道
路
名
・
橋

梁
名
応
募
作
品
選
考
委
員
会
」
で

審
査
の
結
果
、
百
九
十
六
作
品
の

中
か
ら
優
秀
作
品
と
し
て
次
の

方
々
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

●
臨
港
道
路
名

○
特
選
Ａ

し
お
さ
い
ロ
ー
ド
Ｖ

池

田

貴
亜
樹
（
佐
井
中
）

岡

村

裕

樹
（
佐
井
中
）

村

田

裕
（
佐
井
中
）

紀

伊

奈
津
美
（
佐
井
中
）

中

村

真

己
（
佐
井
中
）

能

登

亶（
紀
子
（
佐
井
中
）

藤

田

和

博
（
佐
井
中
）

田

鎖

正

徳

二

般
）

○
準
特
選
Ａ

シ
ー
ロ
ー
ド
佐
＃
Ｖ

七

戸

菜
々
恵
（
佐
井
中
）

○
秀
作

Ａ
潮
騒
通
Ｖ

鹿

島

竜
之
介
（
佐
井
小
）

Ａ
臨
港
ロ
ー
ド
Ｖ

若

山

武

夫

二

般
）

Ａ

さ
い
（

Ｉ
バ
ラ
イ
ン
Ｖ

若

山

裕

典
（
佐
井
小
）

Ａ

ゆ
う
や
け
ラ
イ
ン
Ｖ

太

田

裕
一
郎
（
佐
井
小
）

Ａ
海
運
新
道
Ｖ

渋

田

昌

平

二

般
）

●
黒
岩
地
区
橋
梁
名

○
特
選
Ａ
御
番
所
橋
Ｖ

鹿

島

竜
之
介
（
佐
井
小
）

西

谷

豊

彦

二

般
）

佐
々
木

む
っ
子
（
一

般
）

中

村

均

二

殼
）

○
準
特
選
Ａ
夕
焼
け
橋
Ｖ

樋

囗

有

斗
（
佐
井
小
）

田

鎖

正

徳

二

般
）

○
秀
作

Ａ
日
の
出
橋
Ｖ

福

沢

龍

樹
（
佐
井
小
）

渋

田

祐

子

二

般
）

Ａ
黒
佐
井
橋
Ｖ

樋

囗

和

大
（
佐
井
小
）

Ａ
海
浜
橋
Ｖ

若

山

武

夫

匸

般
）

Ａ
黒
岩
新
橋
Ｖ

田
名
部

亜
希
乃
（
佐
井
中
）

Ａ
ク
ロ
サ
ス
橋
Ｖ

紀

伊

智
絵
美
（
佐
井
小
）

●
古
佐
井
川
橋
梁
名

○
特
選
Ａ

臨
港
大
橋
Ｖ

若

山

武

夫

二

般
）

○
準
特
選
Ａ

箭
根
大
橋
Ｖ

西

谷

豊

彦

二

般
）

○
秀
作

Ａ
海
鳴
橋
Ｖ

古

湊

素

二

般
）

Ａ
愛
佐
井
橋
Ｖ

七

戸

菜
々
恵
（
佐
井
中
）

Ａ
古
大
橋
Ｖ

福

田

裕

子
（
佐
井
小
）

Ａ
大
瀬
戸
橋
Ｖ

鹿

島

竜
之
介
（
佐
井
小
）

中

村

均

二

般
）

Ａ

臨
港
橋
Ｖ

佐
々
木

む
っ
子
（
一

般
）

国民健康保険税（３期分）の

。納 期 は

１１ 月 ３ ０ 日（火）で す 。

忘れずに納入しましょう！

担当／役場財政課Ｓ＜§）２１１１

平成１１年１１月１５日、サービス業基本調査が
全国で実施されます。
この調査は、我が国のサービス業に関する

基礎資料を得るための大切な調査ですので、
ご協力をお願いします。

むつ科学技術館だより

【臨時休館のお知らせ】 １１月 ７日⑧

【むつ子どもスクエアのご紹介】

２階休憩コーナ一にある幼児を対象とした「子

どもスクエア」が広くなりました。今までの展

示品に力［］え、サソリやカタツムリ、森に住む生

き物の模型や音声などに触れな がら楽し むこと

ができます。

海 上 自 衛 隊 大 湊 音 楽 隊

第 １ １ 回 フ ア ミ リ
］
亠 コ ン サ

ー
ト

● 日 時 …………１２月 ２ 日 賍 ∧午 後 ６１時 ３０分 卜 午 後 ８ 畤３０分

● 堋 所 …………下 北 文 化 会 館 大 ホ Ｔ ル … ………
……：ｊ…………

］…
…………

● 申 し 込 プみ ゲユ往 復 ハ ガ キ に 住 所 ＝、氏 名 、、＝電 話 番 号 を 明 記 し て 、

∇レ＝
………

＝ミ
１／お・申 し 込 み く だ さ い 。

……Ｉ，… …
… …… ＝………＝………

……

…
… ……：： 〒０３５－００９３………む つ 市 大 湊 町 ４ － １◇

で
……
＝…
……５毎上 自 衛 隊 大 湊 地 方 総 監 部 広 報 係

… ……………（ 往 復 ハ ガ キ は 、 一 枚 で 二 人 分 ）……ｊ

● 締 め 切 り １１月 ２４日 困 ＼当 日 消 印 有 効 … … …

● 問 い 合 わ せ 海 上 自 衛 隊 大 湊 地 方 総 監 部 広 報 係 ≪ ＠ １６４０

下北のイベントご案内

脇野沢村
脇野沢 産業まつり

１１月７日（日）

役場振興課ａ＠２１１１

風間浦村
風 間 浦 村 産 業 文 化 祭

１１月３日（；水）

役場農林水産課≪ｃ２１１１



満１歳おめでとう／／

田中 瑞希ちゃん（芳弘・美保子）糠 森 宮野栄一郎く八・加奈子ちゃ八（勇・玲子）大佐井

第 ６ 回 佐 井 村 保 健 福 祉 大 会

日 時 平成１１年１１月２７日出 午前１０時から午後３時３０分まで

場 所 アルザス

☆式典・表彰

☆健康体操・体力測定・軽スポーツ

☆作品展示・相談コーナー・映画上映・

チャリティーバザー

あすなろ

☆入浴一般開放・施設案内・居住棟宿泊体験

主 催 佐井村・佐井村社会福祉協議会・佐井村国民健康保険

●と き 平成１１年１１月２８日（日） 午後６時３０分から

●と こ ろ アルザスしおさいホール

●特別ゲスト 下 北 二 郎

◇カラオケ参加者募集（先着１５名）

◇ご来場の方全員に粗品進呈

◇豪華賞品の当たる大抽選会あり

●問い合わせ
佐井村レクリエーションサークル

千葉 昔⑩２３１０

戸籍の窓口
１０月１５日現在

Ｏお誕生おめでとう

加藤 大斗（ 等 ）大佐井

濱野 志織（廣 悦）牛 滝

Ｏご結婚おめでとう

（福田 剛 矢 越

大坂 淳子 長 後

（坂本 信紀 東通村

若山 光子 古佐井

○おくやみ申し上げます

緇田 やな（ 勝 ）磯 谷

石沢 正子（周 二）古佐井

奈個人のプライバシーを尊重す
る意味で、掲載して欲しくな
い方は、届出の際、係に申し
出てください。

佐井村の人口
９月３０日現在

男 １，６ １０ （十 Ｔ）

女 １，５９９ （ ３）

計 ３ ，２０９ （ ２）

世帯 数 １，１１５ （士 ㈲

（ ）内は前月比

●ノ丶ス 車 内 で のＥ運 賃 の お 支 まムい

●各 不重回 娶攵１券 の お 瓦Ｒめ１ま、
下 言己委 言モ貝反売 店 を ご 禾！』１≡目
＜ だ さ い 。

［＞佐 井 観 光 協 会（ア ル サス内 ）
じ＞磯 谷 … 東 出 商 店

［＞長 後 … 滝 本 商 店

（７片回数券）

■５枚買って２ 枚サービス。

■片道５００円以上のバス賃から。

■６５才以上の方に限ります。

お問い合わせは 下 北 交 通 株 式 会 社
本社 〒０３５－００４１青森県むつ市金曲１－８－１２

ａ（０１７５）２３－３１１１
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